
報会

会
　
報

史
学
研
究
会
五
月
例
会

　
五
月
二
澤
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
史
学
科
第
二
教
室

大
化
改
新
の
詔
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸

俊
　
男
氏

　
最
近
大
化
改
上
浜
の
信
認
性
が
再
び
古
代
史
学

界
の
論
点
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
右
に
関
し

て
二
つ
の
問
題
を
限
っ
て
日
ご
ろ
考
え
る
と
こ
ろ

を
述
べ
る
。

　
一
つ
は
改
新
諮
の
凡
条
が
い
か
な
る
令
に
よ
っ

て
修
飾
ま
た
は
造
作
さ
れ
て
い
る
か
の
問
題
。
試

案
と
し
て
大
窯
令
説
を
提
起
す
る
。
理
由
は
①
書

紀
の
編
者
は
、
欽
明
紀
の
仏
教
公
債
記
嚇
の
新
訳

金
光
明
最
勝
薫
経
に
よ
る
潤
色
の
ご
と
く
、
薪
し

い
資
料
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
孝
徳
紀
の
改

新
詔
述
作
に
当
っ
て
も
境
行
令
を
用
い
た
こ
と
を

推
定
さ
せ
る
が
、
公
伝
記
事
筆
録
の
時
期
は
大
疑

令
施
行
期
で
あ
り
、
欽
明
紀
と
孝
徳
紀
は
書
紀
の

巻
別
区
分
の
上
で
も
無
縁
で
な
い
。
②
策
閥
項
の

仕
丁
・
朱
女
の
庸
布
・
庸
米
制
に
つ
い
て
、
従
来
は

こ
の
庸
を
歳
役
の
庸
と
異
っ
て
資
、
養
物
に
対
し
て

付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
き
た
。
し
か
し
か
か
る

資
養
物
の
庸
は
こ
こ
に
の
み
み
え
る
も
の
で
、
中

國
の
庸
…
の
原
義
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
。
従
っ
て
こ
の

改
薪
詔
の
膀
は
、
大
宝
賦
役
令
に
庸
を
衛
士
・
仕

丁
・
采
女
・
女
丁
の
食
搬
に
充
て
た
と
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
の
大
宝
令
以
後
の
潤
色
と
考
え
ら
れ
る
。

③
同
蒔
に
庸
米
が
斗
で
計
量
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
書
紀
・
続
紀
の
慶
雲
期
以
前
の
記
事
に
は
み

ら
れ
ぬ
こ
と
で
、
浄
書
原
令
下
で
は
頴
稲
の
束
把

で
す
べ
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
④
改
新
詔
の
述
作

者
と
し
て
、
孝
徳
・
葺
明
紀
に
そ
の
入
唐
記
録
が

引
用
さ
れ
て
い
る
伊
欝
連
博
徳
の
一
族
が
想
定
さ

れ
る
が
、
博
徳
は
大
宝
律
禽
の
撰
者
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
単
に
凡
条
を
疑
う
の
み
で
な
く
従
来
ほ
と

ん
ど
の
人
が
大
綱
と
し
て
認
め
て
来
た
主
文
に
つ

い
て
も
再
検
討
を
要
す
る
点
が
多
い
と
思
う
。

　
第
工
の
問
題
は
、
改
新
詔
第
一
二
項
に
規
定
さ
れ

た
編
芦
造
管
制
に
関
し
て
、
宿
が
す
で
に
大
化
前

代
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
説
き
、
改
新
の

諸
政
策
は
単
に
唐
制
移
入
の
観
点
の
み
か
ら
考
察

す
る
の
で
は
不
充
分
で
、
朝
鮮
三
国
と
の
関
係
を

大
い
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
く
。
そ

の
資
料
は
飛
鳥
戸
・
春
臼
戸
・
、
L
更
騨
な
ど
「
一

戸
」
と
「
戸
」
の
字
を
念
む
氏
姓
。
か
か
る
窺
例

を
蒐
集
す
る
と
、
①
「
戸
」
は
決
し
て
「
部
」
の

代
用
で
な
く
、
特
定
の
氏
族
に
隈
ら
れ
る
こ
と
、

②
ほ
と
ん
ど
が
帰
化
系
氏
族
で
あ
る
こ
と
、
③
し

か
も
河
内
国
安
宿
・
高
安
両
郡
に
分
庫
が
集
中
す

る
こ
と
、
④
飛
鳥
・
春
臼
・
橘
の
ご
と
く
大
掬
に

も
存
す
る
地
名
を
冠
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
な
ど

の
特
性
が
指
摘
で
き
る
。
以
上
に
よ
っ
て
時
期
は

大
化
前
代
で
あ
り
な
が
ら
な
お
明
確
で
な
い
が
、

大
湘
朝
廷
は
朝
鮮
か
ら
渡
来
帰
化
し
た
羅
馬
を
一

定
地
域
に
定
着
せ
し
め
る
た
め
、
　
鶯
戸
鳳
の
称
を

与
え
編
戸
制
を
施
行
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し

て
右
は
ま
ず
河
内
の
要
地
で
あ
る
両
郡
域
で
始
め

ら
れ
た
と
思
う
。
か
く
て
日
本
に
お
け
る
コ
戸
」

お
よ
び
編
戸
の
源
流
を
こ
こ
に
見
臨
し
た
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
朝
鮮
王
国
に
お
い
て
ど
う
で
あ
っ

た
か
が
つ
ぎ
に
璽
要
な
問
題
と
な
る
が
、
現
状
で

は
明
確
な
解
決
は
え
ら
れ
な
い
。

　
な
お
詳
細
は
近
刊
の
三
品
彰
英
編
目
日
本
書
紀

研
究
縣
お
よ
び
日
本
歴
史
十
月
号
収
載
予
定
の
論

文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
（
岸
）
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肉
西
商
人
に
お
け
る
利
潤
の
実
現
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
　
隆
信
氏

　
山
脚
商
人
と
は
、
山
導
省
鵬
身
の
商
人
及
び
金

融
業
藩
の
総
称
で
、
明
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
、

中
国
商
業
界
の
一
方
の
雄
と
し
て
大
き
な
勢
力
を

ふ
る
っ
た
商
人
の
集
団
を
い
う
。
彼
ら
の
興
起
に

つ
い
て
は
、
明
朝
と
結
ん
で
政
商
と
な
っ
た
慕
、

特
に
、
蒙
古
と
の
戦
争
に
お
け
る
兵
姑
部
門
を
う

け
も
っ
た
事
に
、
そ
の
要
因
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
彼
ら
の
利
潤
追
求
の
呉
体
的
形
態
を
明
ら
か

に
す
る
事
が
、
こ
の
報
告
の
課
題
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
、
こ
の
二
・
三
年
来
、
明
代

に
お
け
る
北
辺
の
軍
餉
問
顯
τ
辺
餉
問
題
を
追
求

し
て
来
た
が
、
そ
れ
は
、
　
「
対
蒙
古
作
戦
の
兵
姑

蔀
門
を
う
け
も
つ
事
に
よ
っ
て
大
を
な
し
た
」
と

い
わ
れ
て
い
る
、
山
西
商
人
の
活
動
舞
台
を
明
ら

か
に
す
る
糠
的
を
も
っ
て
い
た
。
即
ち
、
明
朝
の

辺
鮪
政
策
は
、
正
統
年
代
を
調
期
と
し
て
、
旧
来

の
現
物
を
中
心
と
す
る
体
制
か
ら
、
新
た
な
る
銀

貨
を
中
心
と
す
る
体
制
へ
と
転
換
す
る
が
、
こ
れ

は
、
圏
象
的
意
志
の
み
に
よ
っ
て
、
現
実
を
無
視

し
て
実
宥
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
基
本

的
に
は
、
当
該
社
会
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
一

建
の
発
展
と
、
そ
の
表
現
と
し
て
の
商
事
生
産
・

商
品
流
通
の
展
開
と
い
う
現
実
を
反
映
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
辺
餉
政
策
の
転
換
に

よ
っ
て
、
北
辺
地
方
に
お
い
て
は
、
銀
貨
に
よ
る

商
圏
一
米
穀
や
棉
布
な
ど
の
購
買
が
、
辺
鎮
当
局

の
手
に
よ
っ
て
大
規
模
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
治
酌
・
軍
事
的
な

要
請
が
他
の
一
切
に
優
先
す
る
市
場
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
こ
に
こ
そ
、
山
西
商
入
の
最
も
主
要
な
活

動
舞
台
が
冤
串
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
「
対
蒙
古
作

戦
の
堅
甲
鈷
部
門
を
う
け
も
つ
事
に
よ
っ
て
大
を
な

し
た
」
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
、
以
上
の
よ

う
な
機
構
を
も
つ
取
引
き
市
場
に
、
彼
ら
が
参
加

し
、
そ
こ
か
ら
、
莫
大
な
利
潤
を
え
た
事
に
他
な

ら
な
い
。

　
さ
て
、
北
辺
に
お
け
る
最
大
の
市
場
は
、
米
穀

を
聖
心
と
す
る
食
糧
取
引
き
を
め
ぐ
っ
て
形
成
さ

れ
た
。
辺
鎮
当
局
は
、
様
々
の
形
態
に
よ
っ
て
送

ら
れ
た
銀
貨
に
よ
っ
て
、
大
墨
の
米
穀
を
購
買
し

た
が
、
北
辺
の
下
甑
は
、
時
代
と
と
も
に
騰
貴
す

る
傾
向
に
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
通
貨
と
し
て

の
銀
の
購
買
力
は
、
年
を
お
っ
て
減
退
し
つ
つ
あ

っ
た
が
、
こ
う
し
た
米
価
の
騰
貴
現
象
は
、
辺
蘭

政
策
や
軍
人
の
禰
人
的
生
活
に
も
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
と
と
も
に
、
商
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
利

潤
を
よ
り
大
き
な
も
の
と
す
る
た
め
の
一
般
的
条

件
と
な
っ
た
。

　
米
穀
取
引
き
市
場
か
ら
商
人
に
利
潤
を
も
た
ら

す
第
一
の
機
構
は
、
穀
価
に
生
ず
る
地
域
差
で
あ

る
が
、
蘇
彦
の
早
寒
末
議
以
備
…
采
択
以
稗
治
安
車

（
文
蛤
巻
四
〇
七
）
に
よ
る
と
、
楡
早
早
と
所
属

の
定
辺
営
と
は
、
四
病
行
程
の
距
離
に
あ
る
が
、

爾
処
間
の
米
価
の
差
は
、
三
乃
至
五
倍
に
も
達
す

る
と
み
え
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
第
二
の
機
構
と

し
て
穀
価
の
尊
家
的
変
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
般

に
、
穀
象
は
、
収
穫
直
後
に
最
も
安
く
、
収
穫
旗

前
に
最
も
高
く
な
る
が
、
実
録
事
忌
四
四
年
五
月

壬
戌
の
条
に
も
み
え
る
、
万
恭
の
条
陳
三
辺
撃
壌

等
疏
（
南
帯
巻
三
五
二
）
に
よ
れ
ば
、
八
月
匠
収

穫
の
頃
に
は
、
銀
一
両
で
米
二
石
を
買
え
た
の
が
、

十
月
頃
に
は
一
石
八
斗
と
な
り
、
翌
年
二
月
頃
に

は
一
石
四
斗
し
か
買
え
な
く
な
る
と
い
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
季
節
に
よ
っ
て
生
ず
る
穀
価
の
差
額
も

ま
た
、
商
業
利
潤
実
現
の
た
め
の
要
件
と
な
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
価
格
差
を
よ
り
大
き
く
す

140　（620）



界 消　息

る
た
め
に
、
商
人
は
、
直
接
生
産
者
か
ら
米
穀
を

買
入
れ
る
場
合
、
　
「
青
田
買
い
」
や
高
利
前
貸
し

な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
、
出
来
る
だ
け
安
く
、
出

来
る
だ
け
確
実
に
、
米
穀
を
入
手
す
る
事
に
努
め

て
い
る
。
安
く
買
う
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
も
う
け

は
大
き
く
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
利
潤
実
現
の
主
要
形
態
が
、

穀
価
に
お
け
る
地
域
差
や
季
簾
差
の
利
用
な
ど
、

不
等
価
交
換
に
よ
る
差
額
の
取
得
で
あ
り
、
そ
れ

ら
が
、
本
質
的
に
は
、
屡
々
、
偶
然
的
。
恣
意
的

な
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
経
済
外
的
な
諸
契

機
の
介
在
も
避
け
ら
れ
な
い
。
商
略
・
詐
欺
・
暴

力
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
公
金
横
領
、
度
量
衡

の
不
備
に
つ
け
こ
む
詐
欺
、
低
晶
質
貨
幣
に
よ
る

実
質
的
価
値
以
下
の
購
買
な
ど
の
諸
行
為
が
史
実

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
最
終
的
に
は
、

独
占
の
問
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
多
く
、
政
治

権
力
と
結
び
つ
い
て
、
特
権
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て

く
る
。

　
山
西
商
人
を
め
ぐ
る
独
占
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

万
暦
四
五
年
、
塩
政
綱
法
の
実
施
に
よ
っ
て
、
市

場
独
占
を
認
め
ら
れ
た
塩
商
た
ち
が
最
高
の
も
の

と
し
て
あ
る
が
、
詑
辺
の
米
穀
市
場
に
お
け
る
独

占
に
つ
い
て
み
る
と
、
彼
ら
が
、
中
央
・
地
方
の

有
力
重
藤
と
結
ぶ
事
に
よ
っ
て
多
く
の
便
宜
を
与

え
ら
れ
た
裏
と
と
も
に
、
当
局
に
よ
る
米
穀
商
人

の
資
格
制
限
の
動
き
の
な
か
に
、
独
占
成
立
へ
の

契
機
を
認
め
る
事
が
で
き
る
。
そ
れ
を
最
も
よ
く

伝
え
て
い
る
の
が
、
劉
世
節
の
編
す
る
劉
忠
宣
公

（
劉
大
越
）
年
譜
に
み
え
る
、
弘
治
十
年
の
記
事

で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
北
辺
に
お
い
て
最
大
の
市
揚

規
模
を
も
っ
た
米
穀
取
引
き
市
場
の
な
か
か
ら
抽

出
さ
れ
る
商
人
の
利
潤
は
、
米
緬
に
お
け
る
地
域

差
や
季
節
差
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
直
接
生
産

老
に
対
す
る
青
田
蟹
い
・
高
利
前
貸
し
、
更
に
、

商
略
・
詐
欺
・
暴
力
を
と
も
な
う
諸
活
動
、
は
て

は
、
政
治
的
権
力
と
結
び
つ
い
た
市
場
独
占
な
ど

に
よ
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
、
流
通
機
構
の
な
か
か
ら

実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
ザ
、
そ
れ
は
、

商
業
利
潤
及
び
高
利
貸
利
潤
の
性
格
を
も
つ
。
商

人
が
米
穀
生
産
に
直
接
関
与
し
た
事
例
と
し
て
は
、

商
屯
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
彼
ら
の
利
潤
実
現
形
態
は
、
主
と
し

て
、
薩
接
生
産
者
た
る
農
民
や
屯
軍
か
ら
、
鵬
来

る
だ
け
安
く
米
穀
を
買
い
入
れ
へ
政
府
に
鐵
来
る

だ
け
高
く
翻
り
つ
け
、
そ
の
差
額
を
銀
に
よ
っ
て

う
け
と
る
と
い
う
一
連
の
過
程
の
な
か
に
あ
ら
わ

れ
た
と
断
定
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
山
西
商
人
は
、

こ
う
し
た
経
済
機
構
の
な
か
か
ら
発
展
し
て
来
た

の
で
あ
る
。
　
（
寺
田
）

史
学
研
究
会
六
月
例
会

　
六
門
月
六
臼
　
（
一
口
」
）
午
後
一
時
よ
り

陽
明
文
庫
見
学
会

　
　
　
　
　
　
（
講
師
）

学
界
消
息

上
横
手
雅
敬
回

読
　
史
　
会

五
月
例
会
　
五
月
九
日
（
土
）
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
楽
友
会
館
（
以
下
同
）

　
東
北
地
方
の
銀
山
開
発
　
　
　
　
　
　
　
小
葉
田
　
涼

六
n
刀
例
四
ム
瓜
　
六
月
十
⊥
鴻
臼
（
遭
鼎
ヨ
）
午
後

　
戦
記
時
代
の
村
役
人
　
　
　
　
　
　
　
　
村
田
　
修
三

　
　
…
毛
利
氏
の
領
懲
に
お
け
る
刀
禰
・
公
文
・
散

　
　
使
に
つ
い
て
一

昭
和
三
十
九
年
度
春
撃
大
会

　
六
月
二
十
一
ヨ
（
日
）
午
前
九
時
半
…
午
後
五
時

　
戦
国
大
名
島
津
氏
に
つ
い
て
　
　
　
　

稲
…
本
紀
昭
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儒
教
の
自
己
変
革
と
民
衆
　
　
　
　
　
　
宮
城

　
1
…
大
塩
平
八
郎
に
つ
い
て
1

第
一
次
大
戦
後
の
選
挙
法
故
正
問
題
　
　
松
尾

職
貢
図
の
倭
閣
使
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
上
田

「
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
」
の
性
格
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡

伏
見
城
下
町
の
建
設
に
つ
い
て
　
　
　
　
野
田

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
学
齢
史
研
究
の
近
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
渓

最
近
に
お
け
る
平
安
宮
史
跡
調
査
の
所
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
石

逆
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
五
来

　
〈
特
別
公
演
〉

難
波
の
宮
大
安
殿
に
つ
い
て

公
子

正看
昭発

受定
夫海鵜

　良
重材

山
根
徳
太
郎

国
際
歴
史
学
会
京
都
部
会

　
さ
る
四
月
十
七
・
十
八
霞
の
両
日
、
東
京
（
東
京
大
学

　
安
田
講
堂
）
で
、
照
際
歴
史
単
委
員
会
本
部
事
務
局
会

　
議
（
目
撃
会
）
が
開
催
さ
れ
、
来
年
ウ
イ
ー
ン
に
て
開

　
か
れ
る
第
十
二
遡
国
際
歴
史
学
会
議
の
緯
織
・
運
営
が

　
審
議
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
、
参
加
理
報
が
関
西
に
も
来

遊
さ
れ
、
四
月
二
十
四
日
（
金
）
午
後
、
京
都
大
学
、

　
同
志
続
大
学
及
び
関
西
日
仏
学
館
で
、
次
の
撃
茎
会
が

開
催
さ
れ
た
。
照
み
に
、
麟
際
踵
史
学
委
員
会
は
、
世

　
界
御
心
の
週
央
学
隅
内
需
貴
会
（
日
本
で
は
学
術
会
議

歴
史
学
研
究
連
絡
委
蟻
会
）
と
、
歴
史
学
関
係
の
際
際

的
諸
団
体
の
代
表
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
人

文
社
会
係
で
は
最
大
か
つ
も
っ
と
も
有
効
酌
な
国
際
総

織
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
、
窮
十
闘
会
議
（
一
九
鴛

五
年
、
ロ
ー
マ
）
で
日
本
の
復
帰
が
認
め
ら
れ
、
第
十

　
　
回
会
議
の
委
繋
累
総
会
で
本
部
事
務
局
構
成
貴
（
理

菓
国
）
に
選
墨
さ
れ
、
試
聴
、
購
本
で
は
は
じ
め
て
の

理
蕪
会
開
催
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
一
五
世
紀
の
研
究

　
ア
ー
ネ
ス
ト
・
F
・
ジ
エ
ー
コ
ブ
教
将
一
（
オ
ク
ス
フ

　
ォ
ー
ド
）

イ
タ
リ
ア
中
世
史
研
究
の
動
向

　
　
ラ
フ
ァ
エ
ロ
・
モ
ル
ゲ
ソ
教
授
（
ロ
ー
マ
大
学
）

爽
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
昆
族
解
放
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
A
・
A
・
グ
ー
ベ
ー
ル
教
授
（
科
学
ア
カ
デ
ミ
」
、

　
　
モ
ス
コ
ウ
）

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
の
近
代
性

　
　
ポ
ー
ル
・
ア
ル
サ
ソ
教
授
（
リ
エ
ー
ジ
ュ
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
於
　
京
都
大
学
）

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
酸
㌫
果

　
　
ボ
イ
ヂ
・
C
・
シ
エ
ー
フ
ァ
…
教
授
（
マ
カ
レ
ス

　
　
タ
ー
・
カ
レ
ヂ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於
　
圏
志
社
大
学
）

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
史
料
…
研
究
の
環
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於
　
関
酉
日
仏
学
飽
）

　
　
　
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ラ
ン
ソ
ア
教
授
（
ソ
ル
ボ
ソ
ス
）

芸
能
吏
研
究
会
大
会

四
月
二
十
五
日
　
　
　
　
　
　
於
　
京
都
大
巌
燕
心
友
会
館

　
〈
研
究
発
蓑
〉

　
古
代
宮
廷
儀
礼
の
社
寺
祭
礼
化
　
　
　
　
河
原
　
正
彦

　
　
－
殊
に
舐
園
御
霊
会
の
駒
形
稚
児
を
め
ぐ
っ

　
　
て
…

　
大
和
猿
楽
と
複
式
夢
幻
能
の
成
立
　
　
　
北
川
　
忠
彦

　
舞
々
と
初
期
歌
舞
伎
　
　
　
　
　
服
部
幸
雄

　
「
耳
鹿
出
焦
C
の
晶
眠
立
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
政
五
十
緒

　
利
休
・
織
部
・
遠
州
　
　
　
　
　
　
　
林
屋
辰
三
郎

　
〈
講
演
〉

　
民
俗
芸
能
の
舞
台
化
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
武
雄

　
　
…
作
品
「
火
の
島
」
を
一
例
と
し
て
i

B
本
考
古
挙
協
会
第
三
〇
回
総
会

五
月
工
雛
・
三
日
　
　
　
　
於
東
京
大
学

　
丹
生
遺
跳
第
八
地
区
黒
土
の
石
器
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
知
生

　
本
州
島
西
端
部
の
海
岸
段
丘
と
無
土
器
文
化
層

　
　
（
第
一
報
）
　
　
　
　
　
　
小
野
忠
熈
・
河
野
通
弘

　
ロ
ー
ム
層
内
に
於
け
る
石
器
製
作
境
の
調
査

　
　
一
長
野
県
伊
那
市
御
園
尖
頭
鴇
遺
跡
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
茂
樹

　
鹿
角
製
釣
鉤
の
製
法
を
費
す
二
・
三
の
資
料
に
つ
い
て
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学界消息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
浩
畠

宮
崎
県
東
諸
県
郡
綾
時
羅
立
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
賀
川
光
夫
・
鈴
木
天
治
・
後
藤
重
己

奄
美
大
島
土
竃
ヤ
ー
や
洞
窟
遣
跡
調
査
概
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
　
格
：
氷
井
昌
文

北
海
道
続
縄
文
文
化
編
年
の
新
資
料
に
つ
い
て

　
－
北
檜
田
兜
野
避
跡
第
一
次
調
査
報
告
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
代
　
肇

千
曲
莱
県
天
神
晶
削
遺
跡
に
お
け
る
弥
生
蒔
代
中
期
の
墓
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
荘
介
・
大
塚
初
重

千
葉
墾
天
神
前
弥
生
時
代
墓
祉
発
冤
の
人
骨
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
尚

静
岡
県
佐
久
間
町
平
沢
に
お
け
る
弥
生
集
落
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
窪
　
実
・
平
野
和
男

鉄
製
錆
を
出
土
し
た
宮
城
県
宮
戸
島
貝
塚
専
下
闘
牛
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
孝
・
小
野
　
力

玉
作
の
工
房
i
千
葉
県
成
田
市
花
内
玉
作
遺
跡
の

　
場
合
一
　
　
　
　
　
　
　
大
場
磐
雄
・
寺
村
光
晴

筑
後
岩
…
押
郎
古
墳
石
人
石
馬
の
調
査
　
　
小
田
富
士
雄

石
製
地
表
飾
を
伴
な
う
古
墳
の
新
例

　
　
　
　
　
　
　
　
隅
翠
黛
・
繊
本
経
発
・
松
本
雅
明

　
　
　
　
　
　
　
　
乙
益
重
隆
・
三
島
　
格

新
沢
千
塚
二
次
調
査
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
森
浩
一
・
網
干
善
教
・
藤
襟
光
輝

　
　
　
　
　
　
　
小
島
俊
次
・
伊
達
宗
泰

帯
金
呉
並
び
に
墨
書
土
器
出
土
の
宮
城
纂
松
出
町
｛
領
脚

　
闘
横
穴
齋
墳
群
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
家
　
和
典

櫨
輪
祭
式
土
に
占
め
る
意
須
比
着
用
女
子
植
霊
像
の
位

　
麗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
正
好

飛
鳥
京
跡
（
昭
和
三
八
年
度
）
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
島
田
暁
・
伊
達
宗
泰
・
網
干
善
教

大
阪
麿
箕
警
衛
勝
…
尾
寺
諾
諾
八
天
石
蔵
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
襲
ヒ
「
　
　
隠
ヨ
、
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
諄
プ
　
琵
丑

長
野
県
八
重
原
及
び
漕
宮
古
窯
跡
の
調
査

　
－
千
曲
娼
流
域
古
窯
跡
の
調
査
（
雇
）
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
坂
詰
　
秀
｝

尾
張
藩
知
多
郡
横
須
賀
町
権
境
山
古
窯
祉
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
崎
　
章
・
広
瀬
栄
一

福
島
市
腰
浜
廃
寺
及
び
そ
の
瓦
窯
祉
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
伊
東
信
雄
・
内
藤
政
恒
・
梅
宮
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
玄
三

石
背
　
上
入
壇
廃
寺
跡
発
掘
調
査

　
　
　
　
　
　
　
伊
東
信
雄
・
．
内
藤
政
恒
・
梅
宮
　
茂

奈
良
県
五
条
南
霊
安
止
可
塔
［
跡
の
調
査
　
　
小
島
　
俊
次

長
野
県
霧
ケ
峰
　
田
御
醗
山
祭
魂
遺
酷
跡
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
横
井
清
彦
・
金
井
典
美
・
石
井
劉
孝

越
後
羅
江
上
館
鮭
発
掘
で
の
新
知
見
　
　
奥
田
　
漬
栄

九
州
の
装
飾
古
壌
の
薮
孤
軍
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
佐
蟹
一
・
斎
藤
和
男

社
会
経
済
史
学
会
大
会
　
五
肩
九
日
、
十
既

自
由
諭
題
報
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
慶
応
義
塾
大
学

　
徳
川
期
に
お
け
る
「
飼
益
」
思
想
に
つ
い
て

　
　
一
盛
欝
欝
と
宇
和
島
藩
の
事
例
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
薮
一
郎

　
大
隈
財
政
に
お
け
る
財
致
金
融
政
策
　
　
中
村
　
尚
美

　
河
内
縮
作
地
帯
の
耕
地
利
用
　
　
　
　
　
葉
山
　
禎
作

　
明
鴻
期
束
京
府
下
に
お
け
る
農
民
の
階
層
分
化
と
農
業

　
　
生
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
永
　
芳
顕

　
明
治
前
期
に
お
け
る
地
方
銀
行
と
製
糸
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
池
田
　
正
孝

　
中
国
に
お
け
る
階
級
区
分
論
の
盃
成

　
　
一
毛
沢
東
研
究
序
説
1
一
　
　
　
　
今
堀
　
誠
二

　
清
末
汗
簿
撚
地
方
に
お
け
る
農
村
社
会
　
　
小
林
　

一
美

　
イ
ギ
リ
ス
中
世
都
市
の
基
本
酌
性
格
　
　
武
居
　
良
明

　
十
三
世
紀
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
封
建
鰯
の
展
開
に

　
　
つ
い
て
の
一
考
｛
祭
　
　
　
　
　
　
　
森
澗
敬
一
郎

　
ロ
シ
ア
革
命
が
我
図
の
北
洋
漁
業
経
営
に
及
ぼ
し
た
影

　
　
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
康
雄

　
十
八
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
構
造

　
　
一
藤
業
革
命
と
農
業
革
命
と
の
同
時
併
進
性
の

　
　
　
問
題
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
楠
…
井
　
敏
明

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
仙
蹴
錨
運
動
嵐
の
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
浅
　
越
男

　
期
爾
ド
イ
ツ
繊
維
工
業
に
お
け
る
機
械
舗
工
場
の
成
立
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一
「
一
一
一
員
晶
削
期
」
　
の
ヴ
’
ユ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
遣
好
中

　
　
　
心
に
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梱
沢
　
治

　
プ
μ
イ
セ
ン
に
お
け
る
「
初
期
独
占
」
展
開
の
糠
型

　
　
－
個
人
金
融
業
削
髪
マ
雪
辱
ω
黛
律
σ
q
韓
σ
①
讐

　
　
　
卸
U
碧
¢
ヨ
の
経
　
営
分
析
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
前
　
栄
　

　
ド
イ
ツ
産
業
革
命
期
に
お
け
る
ラ
イ
ン
綿
工
業
の
発
展

　
　
と
そ
の
問
題
点
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
・
尚

　
〈
展
覧
〉
故
野
村
兼
太
郎
博
士
・
慶
応
義
塾
図
書
館
及

　
び
斯
道
文
｛
庫
所
蔵
の
社
会
経
済
史
に
関
す
る
古
文
書
・

資
料

共
通
論
題
報
告
（
五
月
一
〇
購
）

　
テ
ー
マ
〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
封
建
社
ム
η
の
諸
問
題
〉

　
総
　
括
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
獄
孝
次
郎

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
蘭
封
建
鮭
A
鳳
史
研
究
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田

　
フ
ラ
ン
ス
封
建
捌
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
鯖
田

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
数
俗
領
の
経
済
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
蛸

　
ビ
ザ
ソ
ツ
封
囎
駕
刷
の
蝋
頑
問
題
　
　
　
　
　
麻
瑛
辺

歴
史
学
研
川
究
△
至
入
△
茨
　
五
月
一
六
・
　
熱
闘

総
ム
篇
部
ム
四
（
五
月
一
六
R
門
ド
　
　
　
　
　
　
於

　
〈
策
ア
ジ
ア
歴
史
像
の
検
討
〉

　
太
平
洋
戦
争
の
世
界
巾
ハ
的
膏
心
義
　
　
　
　
荒
井

金　豊欣一馨之吾

早
稲
田
大
学

　
　
　
信
一

　
歴
史
教
育
に
お
け
る
戦
争
の
…
問
題
　
　
　
加
藤
　
文
三

分
数
会
（
五
月
一
七
B
）

　
A
古
代
〈
九
・
一
〇
軍
紀
の
束
ア
ジ
ア
ー
1
一
新
早
月
の

　
　
出
現
と
そ
の
歴
史
酌
位
鐙
一
〉

　
　
（
朝
鮮
）
新
羅
末
・
高
麗
初
期
の
豪
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
凍
　
正
昭

　
　
（
中
国
）
唐
中
期
以
降
に
於
け
る
商
品
経
済
の
発
展

　
　
　
と
地
主
経
鴬
　
　
　
　
　
草
野
靖

　
　
（
日
本
）
八
・
九
繊
紀
に
お
け
る
帰
化
人
身
分
の
再

　
　
編
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
邦
雄

　
B
中
世
〈
領
主
制
の
再
検
討
〉

　
中
世
村
落
の
構
造
把
握
の
た
め
の
理
論
的
試
み

　
惣
団
結
食
の
歴
史
豹
位
［
麗

　
｝
向
｝
揆
の
基
礎
雛
…
造

C
近
世
く
豊
臣
政
権
の
歴
一
」
果
的
位
概
V

　
燕
胤
臣
政
権
の
構
造

　
豊
臣
政
権
の
蓬
盤

D
近
代
〈
資
本
の
政
策
と
諸
階
級
〉

　
イ
ギ
リ
ス
古
典
学
派
…
の
経
済
織
…
造
論

　
　
一
1
自
由
主
義
段
階
政
策
一
…

　
　
　
と
鵠
由
思
想
連
含
一

尾口

直啓
広二

新閲島
庭口田

紀恒鏡
一雄二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
之
内
　
靖

転
換
期
ド
イ
ツ
の
経
済
政
…
蹴
一
f
「
結
集
政
策
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
英
二

明
治
末
期
に
お
け
る
独
占
資
本
主
義
の
成
立
と
性
格

一
膳
治
三
＋
年
代
に
お
け
る
独
占
化
と
経
済

　
　
　
　
政
策
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
芳
三

　
E
現
代
〈
帝
国
主
義
と
入
民
一
第
二
次
大
戦
前
後

　
　
を
中
心
に
一
〉

　
　
中
国
葵
館
と
人
罠
民
主
統
一
戦
線
　
諭
島
和
雄

　
　
ロ
シ
ヤ
革
命
に
お
け
る
民
主
盗
義
と
統
一
戦
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
春
樹

　
　
田
本
に
お
け
る
人
爵
戦
線
に
つ
い
て
　
神
田
　
文
人

臼
本
西
洋
史
学
会
第
十
五
園
大
会

五
月
二
十
一
　
、
二
十
三
濤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
明
治
大
学
駿
河
台
校
舎

　
　
〈
公
開
講
演
〉

　
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
歴
中
海
芯
識
の
展
閣
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
随
園

　
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
大
類
　
伸

　
歴
史
認
識
に
お
け
る
二
つ
の
途
　
　
　
　
林
　
健
太
郎

　
　
〈
研
究
発
蓑
〉

古
代
史
部
会

　
ダ
ウ
ィ
ド
王
国
形
成
に
関
す
る
悲
干
の
問
題
点

　
　
ー
ダ
ウ
ィ
ド
の
人
情
像
；
　
　
　
一
二
笠
宮
膨
黙
仁

　
エ
ピ
タ
ピ
オ
ス
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
置
　
忠
生

　
在
留
外
入
の
訴
訟
能
力
に
つ
い
て
　
　
　
馬
場
　
恵
ニ

　
キ
ケ
ロ
ー
の
政
治
思
粗
心
　
　
　
　
　
　
戦
撰
香
　

正

　
ナ
ザ
レ
碑
文
（
ω
・
　
淘
●
O
・
＜
H
囲
H
一
。
H
ω
）
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
村
欣
二
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掌界消息
中
日
史
部
会

　
古
代
∵
中
世
の
移
行
期
に
於
け
る
マ
ニ
教
の
動
向
に
つ

　
　
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
永
梅
毘

　
軍
期
ア
ソ
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
社
会
の
自
由
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
由

中
世
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
修
辞
学
　
　

鈴
木

中
世
幽
く
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
礁
…
民
保
み
眉
権

　
ー
ニ
ヴ
ェ
ル
ネ
地
方
の
ボ
ル
ド
ラ
ー
ジ
ュ

　
　
（
じ
d
O
H
α
①
一
£
9
㈹
①
）
を
め
ぐ
っ
て
一
1

成吉
高信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
尚
三
郎

　
ノ
ヴ
ゴ
μ
ド
の
民
会
に
つ
い
て
　
　
　
　
田
中
陽
児

　
人
文
主
義
巻
の
平
和
共
存
策

　
　
…
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
場
合
［
1
　
　

渡
辺
方
｛
市

　
ド
イ
ツ
宗
教
改
廿
単
に
お
け
る
修
道
院
財
産
の
没
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
賢
二
郎

近
・
現
代
史
部
会

　
連
邦
派
の
勢
力
失
墜
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鳳
浦
　
　
進

　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
歴
史
学
派
の
思
想
的
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
洋

　
身
分
制
麟
家
の
「
二
元
性
」
に
つ
い
て
　
成
漸
…
　
治

・
チ
ャ
…
テ
イ
ス
ト
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ジ
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
秀
男

　
ピ
ョ
；
ト
ル
時
代
の
製
鉄
マ
ニ
ュ
に
お
け
る
労
働
力
の

　
　
問
題
に
つ
い
て

　
　
ー
オ
ロ
ネ
ツ
地
方
の
官
【
営
工
場
の
場
合
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
川
　
哲
夫

　
ナ
チ
ズ
ム
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
輝
夫

　
西
独
中
【
学
界
に
お
け
る
ナ
チ
ス
観
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
岡
　
哲

　
ト
レ
ル
チ
没
後
四
十
年
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
」
貝
こ

員
本
地
理
学
会
一
九
六
四
年
春
季
大
会

四
月
三
・
四
旨
　
　
　
　
　
　
於
　
東
京
大
学
教
養
学
蔀

　
文
献
論
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
学
郎

　
二
つ
の
環
境
論
ー
ヒ
ュ
ー
マ
ソ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
基

　
　
　
礎
理
論
構
成
の
た
め
の
検
討
－
　
腿
田
　
　
真

　
農
業
経
営
形
艦
…
の
変
質
に
関
す
る
試
論

　
　
…
岳
南
地
域
の
場
合
一
　
　
　
　
深
沢
富
二
雄

　
爽
京
湾
沿
固
序
の
瞬
塩
田
と
土
地
造
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
　
利
雄

　
大
阪
市
近
郊
低
湿
地
に
お
け
る
土
地
利
爾
に
関
す

　
　
る
二
、
三
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
　
幹
雄

水
稲
沈
限
地
に
お
け
る
土
地
利
用
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
次
郎

　
高
須
輪
中
の
低
湿
地
に
お
け
る
土
地
改
良
の
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
義
継

久
慈
規
・
那
珂
川
沿
岸
平
野
の
微
地
形
と
条
理
遺
構
の

　
分
布
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籍
瀬
　
良
鳴

奈
良
盆
地
に
お
け
る
部
落
の
用
水
雛
…
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
内
　
義
隆

中
央
高
地
に
お
け
る
企
業
的
牧
蕃
　
　
　
市
瑞
　
健
夫

徳
島
県
の
リ
ン
ゴ
晶
減
培
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
啓
士
心

た
ば
こ
作
か
ら
み
た
日
本
農
業
の
地
域
的
動
向
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
田
　
忠
夫

信
濃
堀
下
流
右
燦
地
域
の
農
業
水
利
の
発
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
部
　
利
貞

わ
が
国
畑
地
灌
概
の
地
理
学
的
研
究

無
人
島
地
図
に
関
す
る
考
察

地
形
図
の
図
法
に
つ
い
て

東
京
地
閣
に
つ
い
て

中
部
出
村
に
お
け
る
郡
界
の
変
更

国
土
調
査
法
に
よ
る
土
地
調
査

中
島
　
峰
広

木
村
東
一
郎

金
沢
　
　
敬

清
水
　
靖
夫

矢
ヶ
崎
孝
雄

山
崎
寿
雄
他

入
組
林
化
の
進
展
度
よ
り
見
た
関
東
則
地
の
林
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
石
　
友
男

愛
媛
県
南
予
津
島
町
の
製
炭
形
態
　
　
　
篠
原
　
重
馴

三
重
県
以
外
に
お
け
る
真
珠
養
殖
の
地
域
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
栗
　
宏

漁
業
の
発
達
と
生
産
地
魚
類
市
場
の
展
鞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
崎
　
晃

南
九
州
の
漁
協
肖
営
マ
グ
ロ
遠
洋
漁
業
土
井
仙
吉

園
土
開
発
縦
貫
露
動
車
道
路
に
伴
う
地
域
経
済
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
隆
央
他

自
動
車
交
通
を
指
標
と
し
た
日
本
の
地
域
区
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
末
　
武
夫
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中
磨
式
閉
鎖
型
歴
敷
構
の
分
窟
と
そ
の
系
譜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
甚
次
郎

農
業
人
口
の
性
比
に
関
す
る
地
域
酌
研
究
－
名
古

　
屋
市
外
士
日
鶏
部
｛
溶
の
場
合
i
　
　
　
光
岡
　
浩
二

農
球
人
口
の
僕
外
就
業
か
ら
み
た
村
落
の
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
光
格

都
市
杉
菜
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
正
巳

人
口
指
漂
に
よ
る
広
城
都
農
地
域
の
画
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
藤
　
達
雄

東
京
大
都
帯
地
域
に
お
け
る
人
口
の
分
散
と
郊
外
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
水
　
照
雄

福
醐
市
に
お
け
る
都
帯
化
研
究
　
　
　
　
棚
沼
　
長
士

ニ
ュ
ー
ヨ
：
ク
東
京
両
都
布
蠣
、
都
市
化
の
地
域
構
造

論
的
比
較
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
坂
口
　
良
昭

東
京
に
お
け
る
経
済
的
管
理
機
能
の
集
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
錘
二
鄭

埼
玉
県
に
お
け
る
明
治
初
期
の
砒
繊
維
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
正
夫

長
野
県
に
お
け
る
工
業
の
変
化
　
　
　
　
北
村
　
嘉
行

三
木
刃
物
工
業
の
地
域
集
団
化
と
そ
の
内
部
構
造
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
口
守
人
他

福
島
県
内
陸
地
域
に
お
け
る
工
簗
　
　
渡
辺
　
四
郎

儘
南
地
方
の
工
藁
化
　
　
　
　
　
太
田
　
勇

内
陸
地
帯
の
工
楽
立
地
と
地
域
評
諏
…
長
野
察
松

本
諏
訪
地
区
を
対
象
と
し
て
1
宮
城
正
拾

　
富
山
平
野
に
お
け
る
工
蝋
粟
立
地
の
黒
陶
了
l
l
と
く
に

　
　
内
陸
榔
の
電
気
部
品
工
業
を
中
心
に
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
伸
　
他

　
自
動
車
工
簗
を
中
核
と
す
る
内
陸
工
業
地
域
の
形
成

　
　
－
愛
知
嬢
豊
田
南
の
場
合
i
　
　
粟
原
　
光
政

　
旧
軍
用
地
の
工
揚
へ
の
転
【
薦
に
つ
い
て
i
関
東
地

　
　
　
方
の
場
合
一
　
　
　
　
　
　
　
　
窟
太
　
顕
央

　
常
磐
炭
の
葡
場
形
成
　
　
　
　
　
　
　
丸
井
　

博

　
工
場
物
資
の
流
動
か
ら
み
た
横
浜
市
の
工
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
硅
子

そ
の
他
癒
田
川
地
形
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
地
形
・
水
・
営

力
・
気
候
・
動
物
地
理
に
関
す
る
諸
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。

朝
鰭
州
学
ム
諏
　
第
一
五
阿
大
△
孤
　
六
月
六
臼
、
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
大
阪
市
立
博
物
館

六
醸

　
〈
討
論
会
〉

古
代
の
臼
本
と
朝
鮮

〈
公
閤
講
演
会
V

大
阪
と
朝
鮮

朝
鮮
の
美
術

　
　
　
有
光

　
　
　
河
野

　
　
　
村
上

司
会
　
三
品

　
　
　
宮
田

　
　
　
三
贔

　
　
　
森

　彰　節彰四六教
暢英　子英男郎一

七
辰〈

研
究
講
演
会
〉

朝
鮮
通
上
使
の
見
た
大
阪
　
　
　
　
　
　
中
村
　
栄
孝

終
戦
後
韓
顯
に
お
け
る
遺
蹟
・
遺
物
の
調
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
末
濃

〈
研
究
発
表
会
〉

李
朝
後
半
の
庶
民
小
説
に
つ
い
て
　
　
　
大
谷
　
森
繁

従
軍
僧
慶
念
の
「
朝
鮮
田
艶
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勾
嚢
　
　
舗
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
8
慧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
F
奪

「
靭
鮮
送
使
国
次
之
書
契
覚
襯
の
史
料
酌
性
格

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
正
統

，
「
お
ふ
せ
ん
篇
論
考
一
孤
華
島
釣
魚
に
関
す
る
一

　
　
考
察
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
飾
子

田
韓
両
語
親
族
語
彙
対
応
・
不
対
応
の
問
題

　
i
ア
ル
タ
イ
比
較
民
俗
需
語
学
の
立
場
か
ら
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
臓
　
夏
樹

．
鉱
明
朝
に
お
け
る
百
済
の
対
倭
外
交

　
一
特
に
日
系
百
済
官
瞭
派
遺
を
め
ぐ
り
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
弁
倭
人

否
済
本
数
と
田
套
紀
．
．
　
井
上
秀
雄

朝
鮮
中
頃
史
考
　
　
　
　
　
　
三
木
栄

韓
国
に
於
け
る
漢
寧
問
題
が
中
膜
や
拓
本
の
そ
れ
と
異

　
な
る
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
ソ
ー
ル
大
学
校
師
範
大
栄
・
）
李
　

繭
沁
酉

刺
鮮
教
育
に
お
け
る
「
換
骨
奪
胎
」
政
策
i
副
次
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学界消息、

　
　
的
初
等
教
育
施
設
の
転
身
相
一
　
渡
部
　
　
学

韓
国
の
歴
史
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
兎
｝

朝
鮮
民
主
主
義
入
民
共
和
躍
に
お
け
る
農
業
共
陶
化
運

　
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
村
秀
樹
．

在
日
朝
鮮
人
・
に
関
す
る
歴
史
酌
考
察
　
　
朴
　
　
慶
植

在
阪
朝
鮮
人
運
動
史
　
　
　
　
　
　
　
岩
村
登
志
夫

最
近
の
朝
鮮
曳
観
を
め
ぐ
っ
て

一
「
大
東
距
戦
置
目
定
論
」
と
「
日
韓
合
邦
論
硫

　
　
を
申
昏
に
一
…
　
　
　
　
　
　
　
　
中
瀬
　
寿
一

対
訳
臼
韓
辞
典
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
曳
一
4
出
秀
夫

委
員
会
だ
よ
り

◇
　
依
然
と
し
て
約
ニ
ケ
月
発
行
が
遅
延
し
て
お

り
ま
す
こ
と
を
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
各
位
の

お
叱
り
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
委
員
会
と
し
て
も

鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
し
て
、
五
号
は
引
続
き
お

鳳
け
し
、
六
号
に
て
ほ
ぼ
定
期
刊
を
と
り
返
す
予

定
で
す
の
で
、
亡
し
ば
ら
く
の
こ
辛
忙
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
　
甥
二
百
報
の
通
り
、
来
る
十
一
月
一
日
・
二

日
本
年
度
大
会
を
踊
催
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
合

せ
の
上
多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
待
ち

い
た
し
ま
す
。
第
一
日
の
見
学
会
、
本
年
は
色
好

を
か
え
て
古
墳
の
見
学
会
と
い
た
し
ま
し
た
。
参

繍
ご
缶
石
の
方
、
な
る
べ
く
皐
い
臼
に
お
申
込
下

さ
い
。

◇
　
前
号
に
嗣
子
い
た
し
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
、

必
ら
ず
ご
返
送
願
い
ま
す
。
な
お
、
郵
送
料
当
会

負
担
の
期
隈
が
一
〇
月
一
五
日
で
切
れ
ま
す
の
で
、

以
後
お
差
出
し
の
方
は
、
お
手
数
な
が
ら
切
手
を

お
は
り
下
さ
い
。

t　　　t　　　t

隔
　
糞
　
記
　
第
五

自
万
治
四
年
　
至
寛
文
四
年

A
5
判
約
七
〇
〇
頁
　
口
絵
二
葉

頒
価
　
二
、
O
O
O
円
（
据
置
）

　
　
　
　
　
　
　
送
料
＝
｝
○
円

待
望
の
第
五
が
い
よ
い
よ
発
刊
仁
な
り
ま
し

た
。
し
か
も
、
最
近
の
印
嗣
費
の
異
常
な
高

騰
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
頒
価
山
号
で
す
。
｝

お
申
込
は
公
共
機
関
以
外
は
必
ら
ず
前
金
に

て
、
郵
送
希
望
の
場
合
は
送
料
を
添
え
て
下
噛
v

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
発
行
　
鹿
　
　
苑
　
　
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
発
売
元
史
学
研
究
会
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　　　　　　v　　　げ　　　　　v　t．　　　　．一　　＞　　v　　　　．　　　t　’
t　t　t　t

瓶
麓
籔
胆
諸
翻
定
価
㎜
西
。
円

　
史
林
（
第
四
七
巻
策
四
号
）

　
　
　
京
部
布
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
勝
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
魯
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
理
事
長
　
田
　
　
村
　
　
実
　
　
造

　
　
　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

翻
鋼
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
鮭
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